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用
者
の
利
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位

や
機
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加
え
、
ホ
と
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生
か
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憩
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の
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生
ま
れ
変
わ
り
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す
.
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.
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現
在
、
上
田
駅
お
域
ロ
で
は
、
再
開
発
ビ
ル

4
棟
の
う
ち
2
棟
の

建
築
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
他
の
2
棟
に
つ
い
て
も
今
年
度
内

に
工
事
に
着
手
し
、
刊
月
末
に
再
開
発
ピ
ル
4
棟
童
て
の
工
事
を
完

了
さ
せ
、
ロ
月
の
ピ
ル
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
ビ
ル
に
入
居
す
る
テ
ナ
ン
ト
や
企
業
の
募
集
は
、
近
目
申

に
行
う
予
定
で
す
。

ま
た
、
広
場
に
つ
い
て
も
、
一
昨
年
の
刊
月
に
お
城
ロ
広
場
整
備

計
画
検
討
委
員
会
か
ら
報
告
い
た
だ
い
た
、
「
駅
利
用
者
の
利
便
性

や
機
能
性
を
確
保
し
た
上
で
、
水
と
緑
を
生
か
し
て
い
く
」
基
本
レ

イ
ア
ウ
ト
(
広
報
う
え
だ
平
成
同
年
1
月
1
B
号
掲
載
)
を
基
に
、

そ
の
後
市
民
の
皆
吉
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
曹
見
な
ど
も
踏
ま
え
な
が

ら
細
部
の
検
討
を
進
品
、
こ
の
た
び
、
お
域
口
広
場
の
配
置
設
計
が

固
ま
り
ま
し
た
。
現
在
、
広
場
内
で
一
部
工
事
を
進
め
て
お
り
、
来

年
3
月
末
に
は
す
べ
て
の
整
備
を
完
了
さ
せ
る
予
定
で
す
。

な
お
、
工
事
中
は
お
城
口
広
場
や
、
周
辺
道
路
の
混
維
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
町
駅
へ
の
送
迎
等
の
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け

温
泉
口
広
場
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
の
皆
吉
ん
に
は
、
ご
不
便
・
ご
迷
感
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
城
ロ
広
場
は
、

こ
ん
な
と
こ
ろ
を
配
慮
し
て

瞳
晴
ル
ほ
げ
F
I
l
l
-
K

①
パ
ス

・
タ
ク
ン
l
乗
降
場
・
一
般

車
停
車
帯
に
接
す
る
幸
道
は
、
車

道
と
の
段
差
を
無
く
し
た
フ
ラ
y

ト
な
構
造
と
し
、
だ
れ
で
も
利
用

し
や
す
い
パ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
応

し
た
も
の
に
し
ま
す
。

②
ロ
ー
タ
リ
ー
内
中
央
自
広
場
で
は
、

aze-
-ezq 

桝
網
用
水
田
一
部
を
オ
ー
プ
ン
に

す
る
と
と
も
に
、
階
段
状
の
デ
ッ

キ
を
設
け
、
水
の
流
れ
を
眺
め
ら

れ
る
憩
い
の
親
水
空
間
を
つ
く
り

ま
す
。

ま
た
、
格
子
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

時
計
塔
、
「
歴
史
の
ま
ち
上
回
」

白
案
内
看
板
、
昭
和
初
年
代
ま
で

実
際
に
存
在
し
、
精
米
や
蚕
の
繭

弓
む

を
紡
ぐ
糸
車
の
動
力
源
な
ど
に
使

わ
れ
て
い
た
水
車
を
、
モ
ニ
ュ
メ

/
ト
と
し
て
設
置
し
、
歴
史
を
感

じ
さ
せ
る
と
と
も
に
、
楽
し
さ
や

潤
い
感
を
演
出
し
ま
す
。

③
駅
正
面
か
ら
再
開
尭
ピ
ル
ヘ
ア
ク

セ
ス
す
る
ベ
デ
ス
卜
リ
ア
ン
デ
ッ

キ
上
に
は
、
歴
史
の
ま
ち
上
聞
の

。
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ン
ン
ボ
ル
と
し
て
「
真
田
氏
自
櫓
」

を
設
け
ま
す
。

④
パ
ス
・
タ
ク
シ
ー
乗
降
場
や
広
場

内
の
田
明
な
ど
は
、
上
回
城
や
真

田
氏
な
ど
由
歴
史
的
要
事
乞
モ
チ
ー

フ
と
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
化
し
ま
す
。

ま
た
、
パ
ス

・
タ
ク
シ
ー
乗
降

場
自
書
道
や
水
路
沿
い
の
階
段
状

白
デ
ッ
キ
に
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
合

成
木
材
を
使
用
し
貰
源
の
再
利
用

化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

⑤
植
栽
に
は
地
域
白
補
生
に
あ
っ
た

樹
木
を
選
定
し
、
緑
に
固
ま
れ
た

憩
い
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
待
ち
合
わ
せ
の
場
所
な

ど
に
も
な
る
よ
う

ン
ン
ボ
ル
的
高

木
も
配
置
し
ま
す
。
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下水道(銭高線)使用料を改定します
~4 月使用分から使用料を平均5.6%アップ~

下水道は、私たちの生活を快適で南生的なものにす

るとともに、河111・水路白水質保全や環境保護のため

に必要不可欠な施設です。

市の下水道事業1;1:，昭和47年に供用を開始して以来、

市民の皆さんの要望にお応えするべく整晴区域を拡大

し、現在では、人口白約 6割白かたに利用していただ

けるようになりました。

この下水道事業は、皆さんからいただいている下水

道使用料と一般会計〔市のお金市に納めていただく

税金や、固からの交付税など)から白繰入金で支えら

れています。

平成13年 4月から、現在の使用料金量 [右下

を適用していますが、処理区域の広がりとともに下水

道施設の維持費や汚水処理にかかる費用 (下図支出内

の医量密翠)と、施設整備のため白惜入金白返済

やその利息(下図支出内白匡国)が増加していま

す。

このため、現在皆さんからいただいている使用料で

は収入不足が生じ、公共下水道の場合で考えると、今

後 2年間 (平成15-16年度)で、下の図のとおり約 l

位 9千万円の収入不足が見込まれます。

支出 l*ICl億円

m白首長主剖 EE・Eヨ"!'I

医事17.2・円 41. 1・円

収入 ~億円

苗定後世用輯 35.71・円
一盤会計か5の
繊入盆など
22.6憧円

開号使用軒 33.8値円

" 

そこで、この収入不足分を、皆さんからいただいて

いる使用料で補わせていただくため、 4月分から使用

料金圭[右の医]Jlのとおり改定させていただきます。

今後、下水道事業由連官にあたっては、施設の維持

管理費の節減や建設費白コスト縮減に努めるとともに、

水洗化普及率の向上を図るなど、効率的な経営に努力

していきますので、皆さんのご理解 ・ご協力をお願い

します。

[ 3l 1丘2.1

.・.改定に至るまでの経過.・ H ・H ・----. 

. 

. 

昨年8月、水道料童等審議会(委員15名)に、

下水道使用料を平均6.8%値上げすることについ

て諮問しました。

その後、審議会で5固にわたる活発な審議をし

ていただいた結果、昨年10月に下水道使用料を平.

均5.6%アップ(公衆浴場については据え置き) : 

するとの答申を受けました。 : 

この答申を基に、昨年12月市議会定例会に使用 i
料白改定案を提出し、 慎重に審議された結果、可:

決吉れ、 4月分から使用料金表[下町医 耳]の i
とおり改定させていただくことになりました。 . ••• 

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
・・
-下水道置用料金義 (2か月分) 擢耳

水 量
料 金

改定後 現行

運本料金 1601まで 2，850 円円 2，704円

17rrt-60rri' 202 191円

61 nf-100rrf 226円 214円

( 1超d過に料つ金き)
101 nf...... 2QOnf 248円 235円

201 nf...... 600nf 261円 247円

回 1nf......1 ooorrf 286円 271円

1001 nf以上 299円 283円

公衆(浴公場共 101につき 16円 16円下水道のみ量定)

'J&J~，. 
使用水量均一2か月で4001の初会の唖用料は
基本料金 (1601までの分 2.850円
超遜料金 202円x24rrf= 4.848円
(墨窓料金の，，~を超えた 24 ~の分}

消貨税 384円
合 計 8.082円〈現時13，7，652阿)

-問い合わせ I 
上下水道局営業課(宮!ll・4100~1853 ・rnmJ I 
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市民健康づくDアンケート調査より{緩和

日現在の自分の健康状態を

ぜのように感じてし、ますかっ

約8劃のガEガ「白骨法健康芭」と

患っています。

回全国主上田市の

年代別体重の比較

20・代女性 20-69.舞伎 40-69.女性

や往すぎの人 肥満の人 肥満の人

合目由調査結果では、

2晴樹t叶'IOrやせ宅すぎJ
由1J~白割合ガ葺く、 20
~69鳴男性白「肥満」由

廿Eや、 40~69歳女性

由「肥満j由か古田劃吉

は、全国よリ低くなって

います。合桂、量生活由

アンバランスやヂイヱツ

ト指向による若い女性白

「やぜすぎ」由増加ガ大

きな課題となりま雪。

回 朝食を食べ飢、
古田々 輔2置を食主怠"Jを曾む

図 子育てが大変だ、困難だE
思ったことがありますかっ

団運動を』司い怠いl 19.9% 
運動をしてい草い理由としてra①時間E宗桔11ない ②いつレd
E運動する仲間がい主主い 草どが挙げられています。

固 たi手るを恥い始めた0).[;; i.濡絢'549.6%
もちろん、 20歳~1d:るまでEばこを眠って隠い廿まttん。

日 ιの1年間ぜ健康診盗生受l持しゅl 1.3% 
話かでも、がIVI会~思畳芭率が低く詰っています。

全くはい

「時々」も吉わ

ぜると、 61.2%
由母親がそ子育て

ほ大童古と感じ

ていま習。

白羽4閥羽「ト同会感比

E士事のこと ②人間関時 ③白骨や軍脹由健軍 ④将来Eつし、て

恕ど由2トしス在感じることが葺く担っています。

主田市の健康づくり計画I~

ぴつ定りのネーミンヴや

キャvチフレーズ、

トレードマーク宅雇傭11

健康づくり計画へと意見、ご提言を!
子ども由、5高齢者まで、みん立がいきいきとこのまちで暮らすことを考えた「健康づくり

計画」。完成まで高ともうー接です。この素案に対する皆さんのご意見・ご提言をお寄せく

ださい。

また、「上田市民総合健康づくり計画(仮称)Jに代わるすてき牢名前をつけてくだ古い。

健康づくりに関するキャッチフレズやトレ ドマ ヲも募集しています。

これらの内容の詳細は、次を参考としてください。

・健康推進課のホムベジ (http://附 vw.city.ueda.nagano.jpjkenko印刷/)

「健康づくり計画」素震の冊子は、健康推進課窓口で貸し出しています。

「健康づくり計画」の座談会も希望により開催します。

(申し込みは 2月28日悩まで。少人数でも可)

・ご意見・ご提言、ネーミンクやキャッチフレー文の募集 .

b応募方法 2月28白幽までに、はがきかFAX、電子メ ルで

称、キャッチフレーズ ②住所③氏名 ④電話番号 を記入して、上田市健康推進諜「健

康っくり計画担当」へ(事386-8601よ田市大手1-11-16) c>問い合わせ健康推進課

(古23・8244/困23・5119か25・4100/E-mail:kenkosuisin@citv.ueda.nagano.jp) 

15.2.1 [4] 



-f・a?<.りt事a持たが主織です!! いっしょに考えて骨量ぜんか~

り計画(附)の識にご意見を!

広報うえだ7月1日号でお知らせした、 「上田市民総合健康づくり計画(仮称)Jの素藁ができました。素案

に盛り込まれた7つの目標(下記重量照)には、市民健康づくりアンケ トの結果や、皆吉んから寄せられた意

見、「よ田市の統計J力、ら見る現状などを考慮し、具体的な健康づくりの方法を提言しています。

色調 M組 側諸佐山間atra脇市1

b一般参加の健康づくり座談会やさまざま在集まりでの懇談・・・約450人書加

1>アンケート調査の実施・・・①19歳以上の市民や保健補導員、 ②母親・父親、

③中学生・高校生計3，422人に実施

1>関係団体牢どとの話し合い・上田市健康づくり推進協議会での審議

EEM15ε;x: <lD ~ iITIJ1I ['r.s' r 1lo~1 ， ~出7/';:;1'))三怯n

親と子の健康づくり

心身ともに健やかでたくましく育ち、社会性に富んだ子どもを育てよう

健康づくり
座噛会砂

・子どものころから健康的な生活習慣 ・母子ともに安全で健康な出産 ・健やかな親子関係

ゆとりを持った棄しい子育て ・育児不安がなく、安心した子育て 心豊かに育ち合う親と子

歯の健康づくり

生涯を通じて自分の歯でおいしく食事をし、会話を楽しもう

・よくかんで童べる子 ・健康な歯で健康な身体づ〈リ ・歯周陪患の予防

いつまでも自分の歯や義歯で、生産よくかんでおいしく童ベ、金話在棄しむ ・寝たきりでも健車な口腔に

ところの鍵康づくり(休養を含む)

こころの鍵康を保ちながら、自分らしく、生きがいをもって暮らしていこう

・生活習慣(生活リズム)の見直し ・ストレス解消 ・生きがいをもった、ゆとりのある生活

こころの悩みの相談 ・家庭や地域社会の中で、互いに支え合い、車しく生活 ・良好な人間関係

食生活・栄養

食生活をとおして健康を維持増進しよう

-規則正しい食習慣(親から子への貴車の習慣やマナ の伝遭)

自分の体格に見合った食事内容と置(ハランスのよい童事) ・体重の自己管理

身体活動・運動

自分にあった運動を楽しみながら続けよう

・自分に適した運動の実践 ・日常生活動作(※)の維持、向上

・運動で生活習慣病予防 ・運動の棄しさを共有できる仲間づくり

墨盛主防

(※〉日常生活動作

食事・り週・更衣・整容・入品。

移動芯ど日常の生活で行われて
いる基本的芯動作のこと

生活習慣病(がん、脳血管疾患、心疾患、糖尿病等)を予防し、健康で毎日の生活を楽しもう

・生活習慣(童習慣、運動習慣等)の改善による生活習慣病予防 ・脳血管疾患、心疾患の予防

高血圧、高脂血症、糖尿病の早期発見や治療 ・定期的ながん検診受診

地域づくり

楽しい中聞がいて、安心して暮らせる環境を地場で育てよう

・人と〈との結びつき ・健康づくりに積極的に参加 ・地域で健康づくりの実践

・いっしょに考える仲間づくリ ・緊急時に備えた医療体制 ・豊かな自然環境の保全

(5] /五2，/



付を強めま .問い合わせi

健康推進課

(ft23・8244)

( 

=。目一ついて

3C歳から74歳までの女性のかたが対輩になり

ます。骨密度を測定し、そ白結果により生活 ・

宣事 ・運動・歯科など白個別相談を行います。

• 
また、この健診については毎年畳診する必要

はありません。

なお、次回目畳診時期については、結果を見

ながら検査終了桂にご案内します。

.はがきの提出方法は.

①自治会へ提出する場合

各自治会で回収用封筒が 2月17日明)以降田監されま

すので、そ由中へ入れてくださ L、。

②直接健康推進課・ 各支所へ提出する場合

自治会未加入白かた、自治会へ提出しなかったかた

等は、直接健康推進課か各支所へ提出してください。

..........・.............................................
はがきが届かない場合や紛失した場合には、健

康推進課までお問L、合わせください。

また、電話で白申し込みはできませんのでご了

承くださ b、。

、......................................................，

-・・1111宿直医3"::;";ti.団.:・・・・
3月7日岨

-大腸がん検診について・

マノモグラフィ検診とは、乳房のレントゲン蝦

影のことで、この検診により乳がんなどの疾患が

皐期に発見される可能性が高いといわれています。

現在、乳がんによる死亡者は年々噌加しており、

平成13年には全国で9.654人のかたが亡くなられ

ています(下のグラフ害照)。

・マンモタラフィ検診の対象者は

50歳から74歳までの女性のかた(事L腺が脂肪に

変化して、病変が見つけやすい年代)で、平成15

年度は、昭和4年から28年までの偶数年生まれ白

かたが対皐になります。

ただし、次のかたは対輩になりません。

.乳房に明らかにしこりがあるかた。

-分泌物があるかた。乳頭に湿疹のような変化が

あるかた。

・乳がん白手術を畳けたかた。

・心臓ベースメ カ が設躍されているかた。

.乳房内に人工物が入っているかた。

・今まで、一度も乳房検診を畳診したことがない

かた。

なお、この検診は、一人ひとり時聞を区切って

行います白で、申し込まれた後で白取り消しはご

くださ L、。

.全国乳がん死亡者数町推移[人1
1α:00 

こんな畳け方もできます(大脇検診は、本人が直接医療機関で診察を畳けなくても可能です)。

て士アでτ三Z士立で「 ‘ 1塞本健康診査を受ける l ‘ ! 内 [ 問 {目ー~，、 l

開|
基本健康診査の結果在聞く
大腸検診容器を提出 (家族分も)

15.2.1 [6] 
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平成15年度各種後 鯵の申込.

..泊綱目・
平成15年3.'巳樹

.鎗也方濠.
①自由会ヘa出

(各自治金で組収周封筒が21'117回以降閲覧され

ますので そのφヘスれてくださも、}

②~獲健康維道標 各支所へ侵出

(自冶金未加入の方 自治会ヘ鍾出されなかった

方等}

上留市〈憧康被道線)

.'"一政淘1よ図市大手1丁目11香16奇

電信 23-82“

恥込み時
検診の申込み時期になりました。あ立たの体は健康ですか?

生活習慣病は、初期にはほとんど自覚症状がないため、自分が気づかな

いうちに病気が進行していることが寄ります。

早期発見は、生存車を高めるばかりでな〈、治療の選択肢も増やします。

この機会に各種検診をし、あなたの体の健康チェックをしてみましょう。

検診対象者には、2月17日間ごろ、世帯ごとに直接 「茜種検診の申込書」

(下のはがき)を郵送します。

なお、ま劇祭箆犯弘之とゑZ三z:f..態ゑ主負第訟立以三弘治52
援ゑ込辺ム以現地ほど主迄ふゑ到譲渡ふふ

はがき叩衰・ 車両面をゆっくりはがし、下回のように3枚に聞いてくだ古い。
下回右四E面が申込欄に怒ります。配入桂、切り取sO'に提出してくだ古い。

畠種検診の申込書 弘

~ ':':"'<;Oþ ~~'J.いをT~，，，圃も園田w刷切れ閉同 I .・・マークのついている検匙0"し込ゆできま包ん.

.申込書にはこのように記入を.

①希望する検診に ro印」をつけてください。

年齢や性別等で申し込めない検診には、 r* *本」

マ クがついています。

②検診を希望しないかたは、名前回後ろの数字を、

一一線で消してください。

[例1 2 上田次郎曲曲曲611

喧基本健康診査と大腸検診は、医療機関でいっしょに

受けられます。あわせての畳診をお勧めします。

『大腸集団検斡」・「基本健康鈴査と大腸検診」 の

項目は、どちらか一方を選んで〈ださい。両方O印

をつげた場合には、 「基本健康診査と大腸検診」を

世先させていただきます。

[7l 15.2.1 

④マンモグラフィ検診を希望するかたは、乳房検診に

は申し込みをしないでください。

なお、マンモグラフィ検診は、対象が限られてい

ます。右ベージの 「マンモグラフィ検訟について」

をご磁認ください。

⑤平成15年度に40歳になるかた (昭和38年4月 1日~

昭和39年3月31日生まれ)は、 相歳健惨として検診

料が無料 (大腸検診を除oになります。

なお、 40歳は壮年期の入口です。 r健康の情報」

や 「申鍛まの案内」のパンフレットと申込書を持って、

保健補導員が3月中旬ごろ伺いますので、今回の申

し込みは必要ありません。対象となるかたには、そ

の旨がはがきに記載されています。



• 
上田市は「市民参加による開かれた市政」を

推進しています。

市政へのご意見・ご提言をお寄せください。

・市長への手紙 (市世所輯古案内意口 ・各支所 ・公民瞳

などに専用のはがきを用意しています。切手を貼らずに

お出しください)

・市政憧言電子メール (mayor@city.ueda.nagano.jp)、

市政提言電話 (ft25・2539) 市政提言FAX(臨23'5111)

でも畳け付けています。

"'" ，春ち"
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c>日程下査のとおり

bところ 上小高等職業申融控

(常鯵瞳 1-3-20)

c>定員各コース15名

c>豊講料 1講座当たり1.000円
c>問い合わせ・申し込み上小高等職業訓練校へ
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パソコン基礎

ホームぺージ作成
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「市民行政体験」は、市民の皆さんに市の仕事を:.I!

際に体験していただき、市政への聞むを高めていただ

きながり、体験をとお Lて畢じたご意且や市政に聞す

る撞苫などをうかがい、，rj政運常の事~JJにさせていた

だくものです。

体験を希望するかたは、住所 ・民名 ・年齢 ・.陸軍 ・

電話番号・体験したい仕事の内容を 2月21日幽までに

電話で秘書課にご連絡ください。

なお、応募者が多散の織告や希望職禰に偏りがある

掛合などは、調整をさせていただくことがあります。

bと き 3月14日樹午桂 1時-4時30分

t>事軍人数 5名
b内容それぞれの職場での体験は 2時間陸度。

その後 1時間程度盟談会を行います

[9) 15.2.1 



統一地方選挙

4月13日(日)
1護日五障E幸運醤韓三=n畑巨童謡• 4月27日佃)

大規模小売庖舗説明会のお知らせ
商工諜(2t23・5395)

大規模小売庖舗の変更届出に伴い、説明会が開催されますの

でお知らせします。

なお、近隣住民のかたなどは、これらの施設の配世や運営方

法の届け出にあたり、周辺町生活環境を保つために配I置して日

しい占などについて、県に意見を提出することができます。

・マツヤサンライン上回底

bと き 2月18日制午桂 l時3日分~

1>ところ 農村環境改普センタ (市役所豊殿支所〕

1>縄要

(1)庖舗の名称

位 ) 所 在 地

ω)変更届出事項

マツヤサンライン上回庖

上田市大字芳田宇寺田1513-1 

庖舗面積の変更 (2.997rr!・・3.709rr!)
駐車場の収容台数 (340台時313台)ほか

(4)変更する年月日 8月20日

・しおだ野ショッピングセンタ

bと き 2月12日制午桂7時~

1>ところ上回創造館

1>概要

(1)底舗の名称

(2)所 在地

(3)変更届出事項

--zE町西詩書R重量=n雌重量

みんなそろって投票しましよう
・上田市選挙管理委員会.

長
野
県
学
生
康

入
寮
生

闘
畏
野
県
学
生
寮
(
県
序
住
宅
限
向

宮

0
2
8
・2
3
2
・0
1
1
1
回
1
6
5
1
)

マ
定
員
浦
和
学
生
寮

(
さ
い
た

ま
市
)
男
子
剖
名
、
小
石
川
学
生

寮
(
東
京
都
文
京
区
)
女
子
5
名
。

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
マ
対

象
長
野
県
出
身
者
で
大
学
・
短
大
・

専
門
学
校

(
2年
制
以
上
)
に
在
学

中
の
か
た
、
ま
た
は
今
春
入
学
予
定

の
か
た
マ
入
寮
期
間

4
年
以
内

(瞳
業
年
限
を
超
え
る
こ
と
は
で
き

f 

しおだ野ショッピングセンター

上回111大字神畑宇畔回374外

駐車場の位置の変更

駐車場白出入日白数と位置の変更

6月3日(4)変更する年月日

ま
せ
ん
〉

7
寮
費
等
浦
和
学
生

寮

月

額

2
万
円
〔
ほ
か
に
、
入
京

金

・
宣
貨
・
電
気
代
等
は
実
質
)
、

小
石
川
学
生
寮
月
額
l
万
7
0
0

0
円
1
3万
6
0
0
0円
(
ほ
か
に
、

入
寮
金

・
共
益
費
等
は
実
費
)
マ

申
し
込
み

2
月
加
日
開
ま
で
に
醐

長
野
県
学
生
寮
(
畢
3
8
0
1
8
5

7
0
長
野
市
大
字
南
長
野
宇
幅
下
6

9
2
1
2
)
ヘ

マ

そ
の
他

詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。
申
込
用
紙

は
、
上
小
地
方
事
務
所
建
築
課
(
上

回
合
同
庁
舎
内
宮
お
・

7
1
4
3
)

で
も
入
手
で
き
ま
す

遺
付
申
告
書
は

「
自
分
で
書
い
て
郵
送
」
を
/

よ
園
輯
務
署

(
S
E
-
1
2
3
4

給
与
所
得
者
の
か
た
な
ど
の
還
付

申
告
書
は
、

1
月
か
ら
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
申
告
書
は
ご
自
分

で
啓
い
て
、
郵
送
な
ど
で
早
め
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

-
税
理
士
会
よ
国
主
部
に
よ
る
無
料

還
付
相
談

マ
と
き

2
月
3
日
開
1
3
月
日

日
制
(
土
噸
・
日
略
・
祝
日
を
除
く
)

午
前
9
時
i
午
桂
4
時
(
正
午
1
午

桂
l
時
を
除
く
。
畳
付
は
午
後
3
時

ま
で
)

7
と
こ
ろ

上
岡
市
民
会

館
会
議
室

原
付
バ
イ
タ
・
腹
自
動
車
等
の

手
続
き
は
お
早
め
に

税
務
院
税
制
係
(
宮
田

-st・2
5
)

E
R

野
県
自
軍
用
自
動
車
協
会
上
小
支
鶴

(
宮
田

1
8
7
5
)

軽
自
動
車
税
は
、

4
月
l
日
現
在

の
所
有
者
に
l
年
九
万
が
課
税
さ
れ
ま

す
。
所
有
す
る
原
付
e

ハ
イ
ク
、
四
輪
・

二
輪
の
軽
自
動
車
、
小
型
特
殊
自
動

車
に
廃
車
・
譲
渡
・
市
外
へ
四
住
所

変
更
な
と
の
異
動
が
あ
っ
た
時
は
、

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

3
月
下
旬
は
窓
口
が
た
い
へ
ん
混

雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き
を

務
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
手
続
き
の
内
容
で
、
お
持

ち
い
た
だ
く
も
の
が
呉
な
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
を
。

-
手
続
き
窓
口

マ
原
付
パ
イ
ク

・
小
型
特
殊
自
動
車

市
税
務
課
・
市
役
所
各
支
所

マ
四
輪

・
三
輪
白
軽
自
動
車

長
野
県
自
家
用
自
動
車
協
会
上

小
支
部
(
住
吉
白
書
地
)

1丘2.1[10)

森
林
盤
備
業
務
委
缶

入
札
語
加
申
庸
の
受
付

-m際
貿
刷
係
(
宮
田
・

5
2
5
7
)

平
成
同
年
度
か
ら
森
林
務
備
業
務

聾
託
の

一
部
を
入
札
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

平
成
日
・
同
年
度
に
市
が
尭
佳
す

る
森
林
整
備
業
務
委
託
白
人
札
(
見

積
)
に
書
加
を
希
望
す
る
か
た
は

「
入
札
(
見
積
)
害
加
願
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
実
務
経
験
等

白
資
格
要
件
が
あ
り
ま
す
。

今
回
申
請
す
る
と
、

4
月
l
日
か

ら
平
成
口
年
3
月
白
固
ま
で
、

2
年

間
有
効
と
な
り
ま
す
。

マ
受
付
期
間

2
月
ロ
日
附
6
3

向

羽
田
幽
(
今
回
が
初
め
て
の
畳
付
で

す
)
マ
提
出
先

管
財
課
契
約
係

マ
説
明
会

2
月
叩
日
開
午
後
2

時
1
(上
田
市
福
祉
会
館
2
暗
)
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ご
め
い
福
を

お
街
り
し
ま
す

吟依 ・梼舞発表会

歎総発表会

(η
月
届
け
出
分
・敏
称
略
)

轡
胤
m

け
い

石

井

保

山
由
旬
焚
喜
子

山

崎

支

-

丸
山

武

百

湾

初

夫

主

昌

秀

鰻

楠
岡
サ
ト
子

問
中
ち
う

立
川

三
吉

西
河
年
雄

丸
山

附
三

宮

湾

好

開

杉

山

男

作

小
僑
タ
ツ
子

下
血
民

半

過
山

口

山

口
新

町

西
附
山

長

島

東
築
地

中
之
条

下
之
条

上
宝
賀

長

島

上
常
国

緑
が
丘
北

下
紺
邸
町

。

マ
そ
の
他

募
集
要
項
・
申
繭
書
類

は
管
財
課

(市
役
所
南
庁
骨
3
陪
)

で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
市
白
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

思
結
欠
格
者
・

引
揚
者
の
皆
吉
ん
へ

平
和
祈
念
恵
鍵
縛
別
昼
傘

(E
o
'
2
0

・2
3
4

・8
3
3
)

マ
設
当
す
る
か
た

①

旧

軍

人

軍
属
で
恩
給
な
ど
を
畳
げ
て
い
な
い
、

い
わ
ゆ
る
恩
給
欠
格
者
の
か
た
(
加

算
年
を
含
む
在
職
年
が

3
年
以
上
白

か
た
・
実
在
職
年
が

l
年
以
上
の
か

た
)

②

①

対
聾
者
の
遺
族
白
か

た

③

終
戦
に
よ
り
、
日
本
以
外

白
地
域
か
ら
引
き
鏑
げ
て
き
た
か
た

(昭
和
必
年
白
引
揚
者
特
別
交
付
金

を
畳
給
事
れ
た
か
た
)
マ
請
求
期

限
②
に
該
当
す
る
か
た
は
平
成
口

年
3
月
出
目
、

③
に
該
当
す
る
か
た

は
平
成
凶
年

3
月

剖

日

マ

問
い
合

わ
せ

・
請
求
書
類
提
出
先

平
和
祈

念
事
業
特
別
基
金
(
嘩

1
6
3
1
0

2
3
1東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
2

分

去
八
木
沢

踏

入
新

民
中
之
条

下
之
廊

下
一一肘
山

生

稼
下
背
水

下
之
条

大
久
保

下
鮒
M
m
町

北
天
神
町

下

組
上

沢

材
木
町

上
室
賀

下
室
賀

伊
勢
山

大
手
町

~ nMMn~%OOURn~n~Mn.nMa 

成原小東近上 久 j也擬笛田消笹 山 手 坂宮金
滞 林 川 藤原保 田 川崎中水野治塚尻阪弁

図 は
童 貞正 は貞嘉俊兼る肩傑澄基
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や 一 翼， 101 
す政枝
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;2 雇 昌 之常之
~t 野罫 ιfj m郷村条悶 悶 条口囚堀川 屋沢下

総
務
省
の
認
可
法
人
で
あ
る
平
和

祈
念
事
業
特
別
基
金
で
は
、
次
白
①

1
③
に
該
当
す
る
か
た
の
労
苦
に
対

し
て
慰
労
の
気
持
ち
を
査
す
た
め
、

内
閣
総
理
大
臣
名
の
害
状
な
ど
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。

•••••••••••
••••••••••••••••
••••
•••••• 

三
鎗
泰
清

保

野

叩

・

池

悶

浩

-

F

小

株

好

友

海

一一戸

廿

.

中
間

信
好

『一

脅

木

き

ょ

大

屋

田

舟

田

恒
雄

赤
地

正
則
北
美
神
町
曲
附
回
復
刻

石

坂

禿

町

吉

悶

刊

吉
原
光
子

四
，

佐

藤

洋

大

手

町

日

首
下
み
ち

田

水

沢

率

他

地

岡

刊

・
佐
藤

い
そ

mm

小

林

平

鈴

子

引

・
柳
滞
久
峰

田
倉
島
三
館
北
天
神
町

四
e

柏
村

明

日
凋
今
井

三
恵

下

堀

刊
…

栗
栖
み
よ
子

白

鷹

滞

み

ね

久

保

体

曲

…
金

弁

巴

制

羽

岡

時

夫

築

地

町

堀

口

畿

延

叩
e

矢内側

-
術

大

量

制

小

林

省

部

三

円…

白

井

芳

技

城

北

叩

室

賀

美

や

剖
・
日

向

四

郎

岩

下

河

竹

内

謙

三

間

桑

阪

宏

安

岩

門

同

一
小
日
九
山
里
治

刊

大

井

良

保

野

田

商

滞

綱

平

曲

上

原

貞

子

下

之

条

剖

・
土
屋
箆
樹

師
平
坂
す
み
子
学
梅
雨

官
…

赤
附
光
雄

叫

e

竹
内

長
門
川
辺
町

H

成
限
あ
い
子

υ 
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ーノの lこ l

で ・ たま、ク白ン忘れて ムて あまり 三ふ仙

し注意ー ル になまノすま。へ すお
プ どっクの

、

すま。す。すと物践作で 配管やに 小分すけ のた か {安26'(蜜2'3 
請求容類ルピ 市県や

皆さるが 閉 てちり、時るポらそ
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こ めにいよ 白

}o 9'2} s 2 o 1 
の や 寄

の事で 多大 fも亀裂しパ す。とルそタと称総マ の iま
ン水 ご る よル しプのンん 福

で
、
「

m
d
を
超
え
る
簡
易
専
用
水

道
」
と

「
m
d以
下
由
小
規
模
貯
水

槽
水
道
」
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

簡
易
専
用
水
道
は
水
道
法
の
管
理

基
準
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
小
説
槙
貯

水
槽
水
道
は
保
健
所
が
管
理
指
導
し

ま
す
。

水
道
法
白
改
正
に
伴
う
市
の
条
例

改
正
に
よ
り
、
設
置
者
白
責
任
が
明

確
に
な
っ
た
た
め
、
今
ま
で
管
理
責

任
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
か
っ
た
小

規
模
貯
水
槽
水
道
も
、
今
桂
は
徹
底

し
た
管
理
責
任
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

安
全
で
安
心
な
水
の
確
保
の
た
め
、

貯
水
槽
水
道
の
定
期
的
な
占
検
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

マ
水
槽
の
清
掃
は
一
年
に
一
回
以
上
、

専
門
的
立
知
識
技
能
を
も
つ
か
た

に
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

マ
貯
水
槽
の
点
検
は
月
に
一
回
程
度
、

ひ
び
割
れ
や
汚
水
の
流
入
牢
ど
が

立
い
か
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

マ
水
質
検
査
の
実
施
・
蛇
口
の
水
の

検
査
(
に
お
い
、
濁
り
、
色
、
昧

在
ど
)
を
定
期
的
に
行
い
ま
し
ょ

う。

マ
給
水
の
揮
止

・
利
用
者
へ
の
周
知
・

供
給
し
て
い
る
水
が
人
の
鍵
康
を

損
ね
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

た
と
き
は
、
直
ち
に
給
水
を
停
止

し
、
利
用
者
や
保
健
所
に
知
ら
せ

て
く
だ
さ
い
。

マ
残
留
塩
素
測
定
は
、
一
週
間
に
一

回
程
度
測
定
し
ま
し
ょ
う
。

1五2，7]
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ド保健ガイ
-母親学級講演会

お産や育児に対する不安をやわらげ、安，υして赤ちゃ

んを生み育てていただくため由お手伝も、として、母親

芋級講演会を行います。

予約はいりませんので、直接おでかけください。

bとき 2月20日榊午前10時30分~正午(畳付は午

前10時-) [>ところ 上田市保健センター(市役所

南庁舎 2階) [>対車 妊娠中のかたかその家按のか

た等 b内容 講演 「分娩の&与~あなたも大丈夫-J
b講師 三浦安官さん(産婦人科医師) [>参加料

無料 b持ち物 母子健康手帳、筆記用具 b闘い

合わせ 健康推進課 (..23.8244)へ

A

・3
8
.

，.8
0
.，
民

E'主
飽
術
大
手
1

n
i他

聞
》

-こころの相談臼
こころの健康や生活白ことで相談があるかたは、本

人・家族などとなたでもお気軽にご相談ください。

秘密は固く守られます。

bとき 2月12日制・同26日附午前 9時30分-11時

30分(一人 l時間) [>ところ 市役所南庁舎 6階会

議室 b相桜担当 精神保健福祉相談貝・蝉健師 b 
申し込み 電話等で健康推進課 (..23・8244)へ [予

約制J [>その他 保健師による相談は随時行ってい

ますのでご利用ください

-n・41
0
0

ノ・2

・E
・I
・-v

.平成15年度手話奉仕員養成講座

受講生を募集
[>とき 4月19日~来年 3月6日の毎月第 1・3土

曜日(全21回開催予定) [>ところ ふれあい福祉セ

ンタ- [>内容 日常会話ができる程度四手話と関連

する基礎知識を学びます [>対象市内在住・通勤 ・

通学している高校生以上田かたで、 1年間過して出席

でき、講座憧了後に手話に関わるボランティア活動が

できるかた(原則として初めて手話を学ぷかた) [> 

定員 20名(定員を超えた場合は抽選) [>受講料

5.000円(テキスト代官む) [>申し込み 2月20日

刷までに福祉課へ。受講希望者へ申込書を送付Lます。

桂目、申込啓と作文を提出してください b問い合わ

せ 福祉課 (..23・5130)へ

.歯がはえたら教室
かわいい子ども由真珠のような歯を虫歯から守るた

めに、歯がはえてきたら虫歯予防のための正しい知識

と方法をしっかりと身につけておきましょう。

詳しくは、お問い合わせください。

[>とき 2月 5日附・同12日制午前1日時-11時(畳

付は午前9時50分-) [>ところ 上田市保憧センター

(市役所南庁舎 2階) [>対象歯が4本はえてきた

お子さん b持ち物 母子手帳、歯ブラシ、コップ、

タオル [>申し込み 事前に健康推進課(宮23・8244)

へ

.体操と温泉を楽しむ会
bとき 2月19日嗣 ・3月5日附・同19日制午前10

時3日分~正午 bところ 室賀温泉ささらの場 b内

容 ダンベル体換やストレッチ運動で軽く汗を流した

接、温泉に入浴 b構師 河西陽子さん b定員先

着20名 b参加料 無料(保険料3回分150円は実費)

b持ち物 タオル、故み物 b申し込み 電話で国

保年金課 ("23・5118)へ

障害者福祉ザービスぬ
利岡宵滋が変わ品1..〆

障害者の福祉サービスは、これまで市が福祉サー

ビス白内容を決定する「措置制度」でしたが、利用

者目立場に立った制度にするため、 4月から利用者

自らがサービスを選択し、サービス事業者と契約し

て福祉サービスを利用する 「支侵費制度」に賓わり

ます。

.支援費制度に移行するザーピスは/

在宅で利用する居宅生活支援サービスと、施設に

入所 ・通所をする施設サ ピスが対象になります0

.討取に牢るかたは/

①身体障害者手帳所持者で、支援費制度目サービス

を必要とするかた。

②擦育手帳 (知的障害〉所持者で、支援費制度のサー

ビスを必要とするかた。

③身体障害や知的障害をお持ちの18歳未満のかたで、

支援費制度のサービスを必要とするかた。

.サービスを利用したと曹の費用は/

本人か扶聾義務者自由姫能hlこ応じて定められま

す。

・宜援貨制度を利用するには/

福祉課か児童保育課への申請が必要です。申請方

法や支援費制度に関する相談など、詳しくはお問い

合わせくださ L、。

また、身体障害者手帳 ・療育手帳所持者には、

「支援費制度」について白パンフレヅトを昨年10月
に送付してありますので、そちらもご覧〈ださい。

なお、介護保険サービスを利用されているかたは、

引き続き介護保険によるサービスを利用していただ

くことになるので申請白必要はありません。

.問い合わせ

福祉課 (ft23・513日)/児童保育課 (ft23・5132)
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